
特定非営利活動法人 都市環境協会

都市環境協会は、 市民に対し て都市環境の保全・ 改善に関する
事業を行い、 公益の増進に寄与する こ と を目的と し ていま す。

清秋の候 皆様におかれま し ては益々ご清栄のこ と と お慶び申
し 上げま す。

令和２ 年度よ り ２ 年間、 国の空き 家対策事業を行って参り ま し
た。 こ の事業において、 寄付の相談があった物件の内、 数件が不
動産業者と の契約が成立し たと の連絡が入っていま す。 昨年度、
当協会が取得し ま し た２ 物件のう ち、 中央区元下島の物件につい
ては、 隣地集約後売却予定と なっており 、 西区寺尾朝日通の空き
地については中間所有と いう 形で今後の活用を検討し ており ま す。
中央区万代５ の物件につき ま し ては、 特別措置法第40条の承認申
請に向けて税務署と 調整中であり ま す。 少し づつではあり ま すが、
空き 家対策を進めている 状況であり ま す。
今後も 各物件につき ま し て状況をご報告し て
いき たいと 思いま す。

わ
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2022年は大河津分水 通水100周年、 関屋分水 通水50周年の年であり ま す。
記念すべき 年に鈴木理事長 よ り 、 こ の２ つの分水についてご寄稿いただき ま し た。
今後も 理事の皆様から 順番にご 寄稿いただく 予定でおり ま す。
当協会の理事の皆様は各専門分野のエキス パート でいら っ し ゃいま すので
様々な視野から の『 都市環境』 について学ばせていただき たいと 思いま す。

西区寺尾朝日通（ 現地調査の様子）

中央区元下島（ 外観） 中央区元下島（ 内観）

西区寺尾朝日通（ リ オンド ール側）
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